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●電動化技術の動向

●総括・展望

●電力エネルギー供給と V2X

●EVへのワイヤレス給電の最新動向

発行日（発行月1日）より特集記事の抄録をスマートフォンでご覧いただけます▶
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　「電力エネルギー」と聞き「蓄

電」を思い浮かべ，学生時代の先

生が「雷を蓄電出来たらノーベル

賞ものだ」と言った言葉を思い出

しこの絵を作りました．

関口　徹（UDトラックス）

表紙のコメント

低炭素社会に向けた新材料・技術

乞うご期待！！
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　新材料と関連技術は，代替や長寿命化などを通して低炭素社
会の実現に貢献しています．その最新動向を紹介します．
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